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総 合 評 価 点（1,000点） ＝ 審査委員（10名×100点） 

１ 設置等予定者の選定 

⑴ 選定の体制 

明野ケ丘公園公募設置管理制度事業プロポーザル審査委員会（以下、「審査委員会」とい

う。）を設置し、審査委員会において、明野ケ丘公園公募設置管理制度事業公募設置等指針

（以下、「指針」という。）に基づき、応募者から提出された公募設置等計画について、総合

的な審査を行った。 

 

⑵ 選定委員会 

審査委員会の構成は、以下のとおりである。 

役職 所属等 

Ａ委員（委員長） 北海道大学大学院 教授 

Ｂ委員 北海道科学大学 准教授 

Ｃ委員 フロンティアパートナーグループ 公認会計士 

Ｄ委員 幕別町都市計画審議会 

Ｅ委員 幕別町商工会 

Ｆ委員 幕別町農業協同組合 

Ｇ委員 マクベツ ツナグ ランタン実行委員会 

Ｈ委員 ピラ・リの森フェスタ実行委員会 

Ｉ委員 幕別町企画総務部 

Ｊ委員 幕別町経済部 

 

２ 審査結果 

⑴ 資格審査 

１グループから公募設置等計画の提出があり、町（事務局）において、提案のあった公募設

置等計画の内容が、指針に定める事業の参加資格等を充足していることを確認した。 

 

 ⑵ 審査委員会 

ア 評価方法 

資格審査において適格とみなされた応募者の公募設置等計画について、審査委員会にお

いて応募者からのヒアリング及びプレゼンテーションにより審査を行った。 

なお、提案に係る評価点は以下の方法で算定した。 
 

評価点は、１委員あたり100点満点とし、各委員（10名）の評価点の総合計1,000点で最

も評価が高い応募者を、設置等予定候補者として選定した。 

採点基準の考え方は、審査委員会の各委員が評価を行い、その評価点の合計を公募設置

等計画の評価点とした。 

なお、この方式にて算出した評価点の最高点の６割（600点）を最低基準とした。 
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イ 評価結果 

前項の評価方法に基づき審査を行った結果、以下のとおり、設置等予定候補者を選定した。 

 

設置等予定候補者 ： 十勝蒸溜所 

代表法人 ： 十勝蒸溜所株式会社 

評価点  ７４２点 / １，０００点 

 

グループの構成 

区分 名称 役割分担 

代表法人 十勝蒸溜所株式会社（幕別町）  

協力法人 株式会社テイエムケイ（東京都） 建築設計・監理 

スコッチモルト販売株式会社（東京都） 運営・販売 

株式会社信濃屋食品（東京都） 運営・販売 

藤原工業株式会社（幕別町） 建築工事 

北王コンサルタント株式会社（帯広市） 外構設計 

 

３ 審査の講評 
本事業に応募した１グループの提案は、事業の目的や主旨を十分に踏まえ、町の指 針を満た

し、設計・建設・運営の各段階において応募者の有するノウハウを活かした提案であり、応募

グループには心より感謝を申し上げる。 

設置等予定候補者として選定したグループは、以下のような点が評価された。 

⑴ 地域の産業、食文化と学びを結びつける施設計画であり、その中でも飲食店の誘致によ

り滞在を可能とした案であること。特に、地域の農産物の活用推進、雇用の創出が期待され

ること。 

⑵ 事業実施にあたり、施設内に利用者用トイレと屋外に24時間使用可能な公園利用者用トイ

レを整備するなど、公園を使用するすべての利用者に配慮した計画となっていること。 

また、新設駐車場及び既設駐車場を再整備するなど、既存施設を活用し利用者に配慮した

提案内容であること。 

 

本事業は、明野ケ丘公園公募設置管理制度事業の活用による明野ケ丘公園の機能向上により、

さらなる公園の魅力向上と町内外の公園利用の促進が期待される。このため、審査委員会とし

て、本事業がより良いものとなるよう、以下の点を附帯意見として、設置等予定候補者へ要望

する。 

⑴ 整備・維持管理・運営にあたり、地元商工会や町内企業との連携強化に努めること。 

⑵ 「明野ケ丘公園再整備基本計画」で掲げている、ひとがつながる公園を目指し、本施設

が人の流れと滞留を生む施設となるよう、各種イベント等について町内関係団体との連携を

図りながら取り組みを進めること。 
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⑶ 売店やレストラン等において、地元で生産される地場産品等を多く活用した、独自性のある

施設づくりを進めること。 

⑷ 公園利用者の安全性・快適性に配慮した、外構及び施設整備を進めること。 

⑸ トイレの設置にあたり、「高齢者、障害者等の移動等の円滑化の促進に関する法律（バリ

アフリー法）」等に基づく施設の設計及び整備に、さらに努めること。 

⑹ 事業の推進にあたり、融資審査を含めリスク管理等についても、町との連携・協議を図り

ながら具体的な検討を進めること。 

 

設置等予定候補者においては、審査結果の主旨を踏まえ、提案内容の円滑かつ確実な実現に向

けて、町と十分な協議を行い、事業の責任ある遂行に取り組むことを強く期待する。 

最後に本事業の応募者グループ関係者に改めて敬意を表し、併せて今後より一層のご活躍を祈

念申し上げる。 

 


